
Title ＜翻訳＞予防原則の国際法・EU 法における生成過程
およびイタリアにおける適用状況について（上）

Author(s) ロッシ, ルチア; 松田, 岳士

Citation 阪大法学. 2004, 54(4), p. 191-219

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/54797

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



翻

訳予
防
原
則
の
国
際
法
・
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
生
成
過
程
お
よ
び

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
適
用
状
況
に
つ
い
て
（
上
）

ル

チ

ア
・
ロ

ッ

シ

松

田

岳

士
／
訳

目
次

一

国
際
法
上
の
予
防
原
則

二

Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
予
防
原
則

（
１
）

Ｅ
Ｕ
法
の
一
般
原
則
と
し
て
の
予
防
原
則

（
２
）

任
意
規
範
と
し
て
の
予
防
原
則

（
３
）

強
行
規
範
と
し
て
の
予
防
原
則

（
４
）

構
成
国
の
側
か
ら
の
予
防
原
則
援
用
の
可
能
性
（
以
上
、
本
号
）

三

イ
タ
リ
ア
法
に
お
け
る
予
防
原
則

（
１
）

立
法

（阪大法学）５４（４―１９１）１１４７〔２００４．１１〕



一

国
際
法
上
の
予
防
原
則

予
防
原
則(prin

cipio
di

precau
zion

e)

は
、
国
際
的
な
次
元
で
は
、
も
と
も
と
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
地
域
協
力
の
分
野
で

採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
そ
の
起
源
は
、
一
九
八
七
年
一
一
月
二
五
日
の
第
二
回
北
海
保
護
会
議
宣
言
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
）。
少
な
く
と
も
政
治
的
な
意
味
で
は
、
そ
の
決
定
的
な
承
認
は
、
一
九
九
二
年
六
月
一
六
日
に
、
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会

議
の
閉
会
の
際
に
採
択
さ
れ
た
リ
オ
宣
言
と
符
合
す
る
。
リ
オ
宣
言
が
こ
の
原
則
に
つ
い
て
与
え
た
定
義
は
、
多
く
の
定
義
の
な
か
で

も
最
も
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
同
原
則
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
援
用
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

リ
オ
宣
言

第
一
五
原
則

環
境
を
保
護
す
る
た
め
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
各
国
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
広
く
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
深
刻
な
ま

た
は
回
復
し
難
い
損
害
の
お
そ
れ
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
完
全
な
科
学
的
確
実
性
の
欠
如
を
、
環
境
悪
化
を
防
止
す
る
上
で
費
用
対
効
果

の
大
き
い
措
置
を
延
期
す
る
理
由
と
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
「
第
一
五
原
則
」
に
含
ま
れ
る
定
義
の
ほ
か
に
も
、
今
日
で
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
に
類
似
す
る
数
多
く
の
定
式
化
や

様
々
な
要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
条
約
慣
行

(prassicon
ven

zion
ale)

に
お
い
て
も
、
国
際
組
織
の
諸
文
書
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
非
政
府
組
織
に
よ
る
諸
宣
言
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
拘
束
力
あ
る
法
的
文
書
で
、
明
示
的
に
ま
た
は

（
２
）

判
例

四

国
と
地
方
の
権
限
分
配
の
観
点
か
ら
見
た
予
防
原
則
の
適
用

翻 訳
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黙
示
的
に
予
防
原
則
を
採
用
す
る
も
の
の
数
は
、
五
三
に
も
の
ぼ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
は
、
少
な
く
と
も
四
五
の
拘
束
力
を
も
た
な
い

文
書
―
―
「
第
一
五
原
則
」
も
こ
の
範
疇
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
―
―
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

A
rie

T
rou

w
borst,

E
volu

tion
an

d
S

tatu
s

of
th

e
P

recau
tion

ary
P

rin
ciple

in
In

tern
ation

al
L

aw
,

K
lu

w
er,

T
h

e

H
agu

e-L
on

don
-B

oston
,2001,pp.303

―347

参
照
）。

今
日
に
お
い
て
も
、
学
説
上
、
予
防
原
則
は
、
様
々
な
条
約
の
明
文
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
国
際
法

上
の
規
範
（
国
際
法
上
の
慣
習
法
ま
た
は
一
般
原
則
）
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
こ
の

議
論
に
つ
い
て
は
、
い
ま
で
も
完
全
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

予
防
原
則
の
国
際
法
上
の
性
格
に
関
す
る
諸
学
説

（
ａ
）
リ
オ
会
議
以
前

リ
オ
会
議
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
予
防
原
則
が
一
般
国
際
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
説
が
懐
疑

的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
代
表
的
な
学
説
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、L

.G
ü

n
dlin

g,“T
h

e
S

tatu
s

in
In

tern
ation

al
L

aw
of

th
e

P
rin

ci-

ple
ofP

recau
tion

ary
A

ction
”,in

In
tern

ation
al

J
ou

rn
al

of
E

stu
arin

e
an

d
C

oastal
L

aw
,1990,p.23

ss.;
D

.B
odan

sky,

“N
ew

D
evelopm

en
ts

in
In

tern
ation

al
E

n
viron

m
en

tal
L

aw
”,in

P
roceed

in
gs

of
th

e
A

m
erican

S
ociety

of
In

tern
ation

al

L
aw

,1991,p.415
ss.;

P
.W

.B
irn

ie
e

A
.E

.B
oyle,In

tern
ation

alL
aw

an
d

th
e

E
n

viron
m

en
t,O

.U
.P

.,O
xford,1992,p.

98

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、B

rin
ie

e
B

oyle

に
よ
れ
ば
、「
予
防
原
則
に
つ
い
て
は
非
常
に
多
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
適
用
の
い
く
つ
か
の
効
果
の
射
程
の
大
き
さ
お
よ
び
新
規
性
は
、
こ
の
原
則
が
ま
だ
国
際
法
上
の
原
則
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ど
の
時
点
か
ら
こ
の
原
則
が
す
べ
て
の
活
動
に
適
用
可
能
と
な
る
の
か
と
い
う
困
難
な
問
い
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
答
え
は
存
在
せ
ず
、
そ

予防原則の国際法・ＥＵ法における生成過程および…（上）
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の
こ
と
が
同
原
則
の
規
範
と
し
て
の
性
格
お
よ
び
実
際
上
の
効
用
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。」
も
っ
と
も
、
彼
ら
も
、
同
書
の
版
を

改
め
る
際
に
は
、
意
見
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

同
時
期
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
予
防
原
則
が
国
際
慣
習
法
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
と
の
見
解
を
表
明
す
る
論
者
も
い
た
。
そ
の
例

と
し
て
は
、E

.H
ey,“T

h
e

P
recau

tion
ary

P
rin

ciple
in

E
n

viron
m

ental
P

olicy
an

d
L

aw
:

In
stitu

tion
alizin

g
C

au
tion

”,in

G
eorgetow

n
In

tern
ation

al
E

n
viron

m
en

tal
L

aw
R

eview
,1992,p.303

ss.

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、D

.F
reeston

e,“T
h

e

P
recau

tion
ary

P
rin

ciple”,in
R

.C
h

u
rch

ille
D

.F
reeston

e
(a

cu
ra

di),In
tern

ation
al

L
aw

an
d

G
lobal

C
lim

ate
C

h
an

ge,

L
on

don
,1991,p.31

ss.;
J.C

am
eron

e
J.A

bou
ch

ar,“T
h

e
P

recau
tion

ary
P

rin
ciple

:
A

F
u

n
dam

en
talP

rin
ciple

ofL
aw

an
d

P
olicy

for
th

e
P

rotection
of

th
e

G
lobal

E
n

viron
m

en
t”

in
B

oston
C

ollege
In

tern
ation

al
an

d
C

om
parative

L
aw

R
eview

,1991,p.1
ss.

等
、
一
般
原
則
と
し
て
の
結
晶
化
が
じ
き
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
予
言
し
て
い
た
者
も
い
た
。

（
ｂ
）
リ
オ
会
議
以
後

第
一
五
原
則
の
荘
厳
な
宣
言
は
、
予
防
原
則
を
一
般
原
則
と
す
る
こ
と
に
好
意
的
な
意
見
を
決
定
的
に
後
押
し
し
、
反
対
説
と
の
均
衡
状

況
を
一
変
さ
せ
た
。
学
説
の
な
か
に
は
、
リ
オ
会
議
を
、
予
防
原
則
の
慣
習
法
と
し
て
の
結
晶
化
の
過
程
を
完
成
さ
せ
た
事
件
と
し
て
理
解

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、J.C

am
eron

,“T
h

e
S

tatu
s

ofth
e

P
recau

tion
ary

P
rin

ciple
in

In
tern

ation
alL

aw
”,in

T
.

O
’R

iordan
e

J.C
am

eron
(a

cu
ra

di),In
terpretin

g
th

e
precau

tion
ary

prin
ciple,C

am
eron

M
ay,L

on
don

,1994,p.263
ss.,

p.267

（「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
は
、
予
防
原
則
が
生
成
中
の
原
則
か
ら
法
的
な
拘
束
力
を
も
つ
原
則
へ
と
発
展
す
る
過
程
に
お

け
る
結
晶
化
の
瞬
間
と
な
っ
た
」）;

O
.M

cIn
tyre

e
T

.M
osedale,“T

h
e

P
recau

tion
ary

P
rin

ciple
as

a
N

orm
of

C
u

stom
ary

In
tern

ation
alL

aw
”,in

J
ou

rn
alofE

n
viron

m
en

talL
aw

,1997,p.221
ss.

。

そ
の
他
、
予
防
原
則
に
好
意
的
な
意
見
と
し
て
―
―
な
か
に
は
、
実
務
に
細
か
く
言
及
し
な
が
ら
も
、
予
防
原
則
に
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
好

翻 訳
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意
的
な
態
度
を
表
明
す
る
も
の
も
あ
る
―
―
、J.C

am
eron

e
J.A

bou
ch

ar,“T
h

e
S

tatu
s

of
th

e
P

recau
tion

ary
P

rin
ciple

in

In
tern

ation
al

L
aw

”,in
D

.F
reeston

e
e

E
.H

ey
(a

cu
ra

di),
T

h
e

P
recau

tion
ary

P
rin

ciple
an

d
In

tern
ation

al
L

aw
.

T
h

e

C
h

allen
ge

of
Im

plem
en

tation
,

K
lu

w
er,

T
h

e
H

agu
e

/B
oston

/L
on

don
,

1996,
p

.29
ss.;

F
.

X
.

P
errez,

C
ooperative

S
overeign

ty
:

F
rom

In
d

epen
d

en
ce

to
In

terd
epen

d
en

ce
in

th
e

S
tru

ctu
re

of
In

tern
ation

al
E

n
viron

m
en

tal
L

aw
.

T
h

e

H
agu

e- B
oston- L

on
don

,
1996,

p
.291

;
J

.
B

ru
n

n
ee

,
“A

C
on

ceptu
al

F
ram

ew
ork

for
an

In
tern

ation
al

F
orests

C
on

ven
tion

:
C

u
stom

ary
L

aw
an

d
E

m
ergin

g
P

rin
ciples”,

in
C

an
adian

C
ou

n
cil

on
In

tern
ation

al
L

aw
(a

cu
ra

di),

G
lobalF

orests
an

d
In

tern
ation

alE
n

viron
m

en
talL

aw
,L

on
don

,1996,p.41
ss.

が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
批
判
的
な
見
解
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
次
の
三
つ
の
根
拠
を
挙
げ
る
。

（
�
）
条
約
慣
行
に
お
い
て
、
予
防
原
則
に
関
し
て
共
通
の
定
義
が
存
在
し
な
い
こ
と
（
た
と
え
ば
、E

.B
row

n
W

eiss,“In
tern

ation
al

E
n

viron
m

en
talL

aw
:

C
on

tem
porary

Issu
es

an
d

th
e

E
m

ergen
ce

ofa
N

ew
W

orld
O

rder”,in
G

eorgetow
n

L
aw

J
ou

rn
al,

1993,p.690
ss.;

P
.- M

.
D

u
pu

y,
“O

ù
en

est
le

droit
in

tern
ation

al
de

l’en
viron

n
em

en
t

à
la

fin
du

siècle?”,
in

R
evu

e

gen
erald

e
d

roitin
tern

ation
alpu

blic,1997,p.873
ss.,p.889)

（
�
）
予
防
原
則
は
、
拘
束
力
を
も
た
な
い
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
、
一
般
国
際
法
に
は
属
さ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、C

.T
in

ker,“R
espon

sibility
for

B
iological

D
iversity

C
on

servation
U

n
der

In
tern

ation
al

L
aw

”,in

V
an

d
erbilt

J
ou

rn
al

of
T

ran
sn

ation
al

L
aw

,1995,p.777
ss.;

L
.M

.Ju
rgielew

icz,G
lobal

E
n

viron
m

en
tal

C
h

an
ge

an
d

In
tern

ation
alL

aw
,L

an
h

am
,1996,pp.64

―65)

（
�
）
予
防
原
則
に
関
し
て
共
通
の
定
義
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
さ
に
法
的
信
念(opin

io
ju

ris)

に
支
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
厳
密
さ
に
か
け
て
い
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、P

.- M
.D

u
pu

y,“L
e

prin
cipe

de
précau

tion
,règle

予防原則の国際法・ＥＵ法における生成過程および…（上）
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ém
ergen

te
du

droit
in

tern
ation

algén
éral”,in

C
.L

eben
e

J.V
erh

oeven
(a

cu
ra

di),L
e

prin
cipe

d
e

précau
tion

.A
spects

d
e

d
roit

in
tern

ation
al

et
com

m
u

n
au

taire,É
dition

s
P

an
th

eon
A

ssass,P
aris,2002,p.95

ss.,a
p.111

（「
予
防
原
則
に
慣

習
法
と
し
て
の
地
位
を
認
め
る
こ
と
に
好
意
的
な
一
般
的
な
『
法
的
信
念
』
を
孵
化
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
深
刻
な
障
碍
は
、
各
部
門
ご
と

に
そ
の
経
済
的
な
コ
ス
ト
お
よ
び
効
果
を
評
価
す
る
こ
と
の
困
難
に
あ
る
」）;

L
.L

u
cch

in
i,“L

e
prin

cipe
de

précau
tion

en
droit

in
tern

ation
alde

l’en
viron

n
em

en
t”,in

A
n

n
u

aire
fran

çais
d

e
d

roitin
tern

ation
al,1999,p.710

ss.,pp.719

―722.)

こ
れ
ら
の
見
解
に
お
い
て
は
、
条
約
慣
行
に
お
け
る
明
白
な
不
一
致
や
予
防
原
則
中
に
表
明
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
概
念
の
曖
昧
さ
か
ら
、

同
原
則
の
流
動
的
な
部
分
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
と
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
も
、
法
的

な
意
味
を
も
つ
強
固
な
核
が
構
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
定
義
の
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、A

.T
rou

w
borst,E

volu
tion

an
d

S
tatu

s
...

cit.,p.245

が
、
条
約
慣
行
か
ら
共
通
点
、
あ
る
い
は
「
共
通
の
核
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ(u

n
iform

core
m

essage)

」
を
導
き
出
す
こ
と

の
可
能
性
を
広
く
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
予
防
原
則
の
あ
い
ま
い
さ
に
由
来
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、P

.S
an

ds,P
rin

ciples
of

In
tern

ation
alE

n
viron

m
en

talL
aw

,I
:

F
ram

ew
orks,S

tan
d

ard
s

an
d

Im
plem

en
tation

,M
an

ch
ester,1995,pp.212

―213

が
、
そ
の
不
明
確
性
は
、
法
的
規
範
と
し
て
の
予
防
原
則
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
解
釈
な
い
し
適
用
の
場

で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、P

.W
.B

irn
ie

e
A

.E
.B

oyle,In
tern

ation
al

L
aw

...cit.,2
a

ed.,

p.120

が
、
そ
の
新
た
な
版
で
意
見
を
変
更
し
た
こ
と
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
論
者
は
、
実
務
上
は
、
現
在
で
は
、
予
防
原
則

が
「
法
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
核
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
国
際
的
な
合
意
が
存
在
す
る
」
と
の
言
明
の
根
拠
と
な
る
に
十
分

な
情
況
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

予
防
原
則
に
国
際
慣
習
法
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
れ
ま
で
で
唯
一
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の
国
際
司
法
機
関
で
あ
る
、
世
界
貿
易
機
関(O

rgan
izzazion

e
m

on
diale

del
com

m
ercio

;
W

T
O

)

の
上
級
委
員
会
は
、
曖
昧

さ
を
残
す
か
た
ち
で
調
査
を
締
め
く
く
っ
た
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
カ
ナ
ダ
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
有

名
な
「
成
長
ホ
ル
モ
ン
牛
肉
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
。

上
級
委
員
会
一
九
九
八
年
一
月
一
六
日
裁
定

Ｅ
Ｕ
―
食
肉
お
よ
び
肉
製
品
に
関
す
る
措
置
（
成
長
ホ
ル
モ
ン
牛
肉
事
件
）

一
二
三

予
防
原
則
の
国
際
法
上
の
地
位
は
、
学
者
、
実
務
家
、
規
制
当
局
そ
し
て
裁
判
当
局
の
間
で
の
論
争
の
主
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
い

る
。
予
防
原
則
は
、
国
際
環
境
法
の
慣
習
法
上
の
一
般
原
則
に
結
晶
化
さ
れ
た
と
す
る
者
も
い
る
。
他
方
、
予
防
原
則
が
一
般
国
際
法
ま
た

は
国
際
慣
習
法
上
の
原
則
と
し
て
加
盟
国
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
か
否
か
は
、
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
当
上
級
委
員
会
に
と
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
こ
の
重
要
だ
が
抽
象
的
な
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
立
場
を
採
る
こ
と
は
、
不
必
要
で

あ
り
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
軽
率
な
こ
と
で
あ
る
と
思
料
す
る
。
我
々
は
、
予
防
原
則
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
国
際
環
境
法
の
領
域
の

外
で
は
、
ま
だ
権
威
的
な
定
義
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
…
…
指
摘
し
て
お
く
。

上
級
委
員
会
が
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
予
防
原
則
の
地
位
に
つ
い
て
言
明
す
る
こ
と
が
軽
率
で
あ
る
と
考
え
た
か
に
つ
い
て
は
、

想
像
に
難
く
な
い
が
、
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
同
委
員
会
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
を
行
う
こ
と
を
不
必
要
と
考
え
た
の
は

な
ぜ
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
機
関
が
、
予
防
原
則
は
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
に
関
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協

定
）
の
諸
規
定
に
す
で
に
反
映
さ
れ
て
い
る(fin

ds
reflection

)

と
考
え
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
国
際
貿
易
の
規
律
の
分
野
に
お
い
て
は
、
予
防
原
則
は
、
任
意
規
範(n

orm
e

facoltativa)

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
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お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
に
は
、
科
学
的
に
不
確
実
な
情
況
が
存
在
す
る
場
合
に
も
、
健
康
ま
た
は
環
境
保
護
の
名
の
も
と
に

自
由
貿
易
原
則
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
同
原
則
は
、
リ
オ
宣
言
が
予
定
し
て
い

た
よ
う
な
強
行
規
範(n

orm
e

obbligatoria)

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
任
意
規
範
と
い
う
形
式
で
の
予
防
原
則
の
例
と
し
て
は
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
九
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
輸
入
側
の
締
約
国
は
、
予
防
原
則
を
基
礎
と
し
て
、
環
境
へ

の
拡
散
（
一
〇
条
六
項
）
お
よ
び
市
場
へ
の
放
出
（
一
一
条
八
項
）
の
た
め
の
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物(organ

ism
i

gen
eticam

en
te

m
odificati)

の
輸
入
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
第
一
〇
条
第
六
項
お
よ
び
第
一
一
条
第
八
項
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
九
日
）

改
変
さ
れ
た
生
物
が
輸
入
締
約
国
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
悪
影
響
（
人
の
健

康
に
対
す
る
危
険
も
考
慮
し
た
も
の
）
の
程
度
に
関
し
、
関
連
す
る
科
学
的
な
情
報
及
び
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
科
学
的
な
確
実
性

の
な
い
こ
と
は
、
当
該
輸
入
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
悪
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
に
す
る
た
め
、
適
当
な
場
合
に
は
、
…
…
決
定
を
行
う
こ

と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

上
級
委
員
会
の
報
告
に
話
を
戻
す
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
の
な
か
で
、
予
防
原
則
に
実
質
的
承
認
を
与
え
る
規
定
は
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
と
く
に
、
同
協
定
五
条
七
項
で
あ
る
。
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Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
第
五
条
第
七
項

加
盟
国
は
、
関
連
す
る
科
学
的
証
拠
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
関
連
国
際
機
関
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
及
び
他
の
加
盟
国
が
適
用
し
て
い
る

衛
生
植
物
検
疫
措
置
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
含
む
入
手
可
能
な
適
切
な
情
報
に
基
づ
き
、
暫
定
的
に
衛
生
植
物
検
疫
措
置
を
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
加
盟
国
は
、
一
層
客
観
的
な
危
険
性
の
評
価
の
た
め
に
必
要
な
追
加
の
情
報
を
得
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
し
、
ま
た
、
適
当
な
期
間
内
に
当
該
衛
生
植
物
検
疫
措
置
を
再
検
討
す
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
そ
れ
自
体
に
予
防
的
な
内
容
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
規
定
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
上
級
委
員
会

は
、
こ
れ
ま
で
、
締
約
国
が
「
い
か
な
る
衛
生
植
物
検
疫
措
置
も
、
…
…
科
学
的
な
諸
原
則
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び

充
分
な
科
学
的
証
拠
な
し
に
は
維
持
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
定
め
る
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
の
二
条
二
項
も
、
予
防

的
な
意
味
で
解
釈
さ
れ
得
る
し
、
ま
た
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
上
級
委
員
会
の
基
本
的
発
想
は
、
一
つ
の

前
提
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
各
締
約
国
は
、
自
ら
適
当
で
あ
る
と
思
料
す
る
保
護
の
水
準
を
完
全
に
自
律
的
に
決
定
す

る
権
利
を
も
つ
以
上
、
予
防
的
と
い
う
こ
と
の
で
き
る
保
護
の
水
準
を
決
定
す
る
権
利
も
や
は
り
各
締
約
国
に
あ
る
と
の
前
提
で
あ
る
。

上
級
委
員
会
一
九
九
八
年
一
月
一
六
日
裁
定：

Ｅ
Ｕ
―
食
肉
お
よ
び
肉
製
品
に
関
す
る
措
置
（
成
長
ホ
ル
モ
ン
牛
肉
事
件
）

一
二
四

…
…
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
第
五
条
第
七
項
が
予
防
原
則
の
重
要
性
を
言
い
つ
く
し
て
い
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
予
防
原
則
は
、
同
協

定
の
前
文
第
六
段
お
よ
び
第
三
条
第
三
項
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
加
盟
国
に
、
衛
生
保
護
の
適
切
な
水
準
を
独
自
に

設
定
す
る
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
水
準
は
、
既
存
の
国
際
的
な
基
準
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
勧
告
に
示
さ
れ
た
も
の
よ
り
も

高
い
（
す
な
わ
ち
、
よ
り
慎
重
な
）
も
の
で
も
あ
り
う
る
。
…
…
た
と
え
ば
、
具
体
的
な
Ｓ
Ｐ
Ｓ
措
置
を
維
持
す
る
こ
と
を
構
成
国
に
認
め
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る
た
め
の
「
十
分
な
科
学
的
証
拠
」
が
存
在
す
る
か
否
か
の
判
断
の
任
を
負
う
パ
ネ
ル
審
査
は
、
リ
ス
ク
が
人
の
健
康
に
不
可
逆
的
な
損
害
、

例
え
ば
生
命
を
奪
う
よ
う
な
損
害
が
関
わ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
国
民
に
責
任
を
持
ち
、
国
民
を
代
表
す
る
政
府
は
、
す
べ
て
、

慎
重
お
よ
び
予
防
の
観
点
か
ら
行
動
を
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
考
慮
す
べ
き
で
も
あ
る
。

予
防
原
則
の
国
際
法
上
の
地
位
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
同
原
則
は
、
リ
オ
宣
言
に
「
明
文
化
さ
れ
た

(codificata)

」
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
慣
習
法
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
三

八
条
一
項
（
ｃ
）
の
い
う
意
味
で
の
法
の
一
般
原
則
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
（
理
事
会
に
よ
っ
て

実
質
的
に
承
認
さ
れ
た
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
日
の
予
防
原
則
に
関
す
る
欧
州
委
員
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
参
照
）。
Ｅ
Ｕ
は
、

こ
の
よ
う
な
立
場
を
現
在
も
放
棄
し
て
は
い
な
い
が
、
最
近
で
は
、
予
防
原
則
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
う
る
義
務
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
そ
の
任
意
的
な
性
格
、
す
な
わ
ち
、
主
権
の
表
明
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
る
。

最
後
に
、
日
本
の
立
場
に
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
日
本
の
立
場
は
、
少
な
く
と
も
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る

よ
う
に
み
え
な
く
も
な
い
。
日
本
政
府
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
特
定
種
の
魚
の
一
定
限
度
を
超
え
た
捕
獲
を
認
め
た
と
し
て
国
際
海

洋
法
裁
判
所
に
よ
り
暫
定
措
置
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、「﹇
予
防
原
則
が
﹈
慣
習
国
際
法
上
の
規
則
と
し
て
の
地
位
を
有
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
重
大
な
疑
義
が
あ
る
」
と
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
（
一
九
九
九
年
の
み
な
み
ま
ぐ
ろ
事
件
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

対
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
対
日
本
）
に
お
け
る
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
へ
の
暫
定
措
置
請
求
に
対
す
る
日
本
政
府
の
意
見
書
を
参

照
）。
他
方
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
、
日
本
政
府
は
、
世
界
貿
易
機
構
の
諸
組
織
に
お
い
て
、
貿
易
障
壁
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
予
防
原

則
を
援
用
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
同
原
則
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
三
八
条
一
項
（
ｃ
）
の
い
う
法
の
一
般
原
則
と
し
て
の
地

位
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
日
本
―
農
産
物
に
関
す
る
措
置
、
上
級
委
員
会
報
告W

T
/D

S
76

/A
S

B
/R

（
一
九
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九
九
年
二
月
二
二
日
）
第
九
節
）。

し
か
し
、
こ
の
矛
盾
は
、
も
っ
ぱ
ら
表
面
的
な
も
の
で
あ
る
。
み
な
み
ま
ぐ
ろ
事
件
に
お
け
る
意
見
は
、
予
防
原
則
の
強
行
規
範
性

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
日
本
は
、
予
防
措
置
を
と
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
貿
易
機

関
に
お
け
る
意
見
で
は
、
日
本
は
、
予
防
的
な
措
置
を
取
る
権
利
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
立
場
は
Ｅ
Ｕ
の

立
場
と
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
予
防
原
則

予
防
原
則
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
調
印
の
際
に
Ｅ
Ｃ
条
約
に
導
入
さ
れ
た
（
一
九
九
二
年
二
月
七
日
調
印
、
一
九
九
三
年
一
一

月
一
日
発
効
）。
予
防
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
の
環
境
関
連
政
策
を
基
礎
づ
け
る
諸
原
則
の
一
つ
と
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
七
四
条
第
二
項

環
境
に
関
す
る
欧
州
共
同
体
の
政
策
は
、
同
共
同
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
け
る
事
態
の
多
様
性
を
考
慮
し
な
が
ら
高
い
保
護
水
準
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
予
防
原
則
お
よ
び
防
止
的
行
動
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
環
境
破
壊
は
な
に
よ
り
も
ま
ず

発
生
源
に
お
い
て
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
「
汚
染
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
、
と
い
う
諸
原
則
に
基
礎
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
Ｅ
Ｃ
条
約
の
他
に
、
現
在
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
Ｅ
Ｕ
文
書
が
予
防
原
則
に
言
及
し
て
い
る
。
な
か
で
も
最
も
注
目
に
値
す
る

の
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
環
境
へ
の
放
出
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
三
月
一
二
日
の
指
令(2001

/18
/E

C
)

で
あ
ろ
う
。
も
っ
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と
も
、
予
防
原
則
の
内
容
を
明
確
に
表
し
た
定
義
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
に
も
、
そ
の
他
の
一
般
的
な
Ｅ
Ｕ
文
書
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同

原
則
に
関
す
る
最
初
の
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
唯
一
の
定
義
は
、
派
生
法(diritto

derivato)

で
あ
る
二
〇
〇
二
年
一
月
二
八

日
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第
一
七
八
／
二
〇
〇
二
号
に
お
か
れ
て
い
る
。
同
規
則
は
、
食
物
に
関
す
る
立
法
が
従
う
べ
き
諸
原
則
な
い
し
要
件
を

定
め
、
食
物
安
全
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
管
轄
局
を
設
置
し
、
同
分
野
の
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
規
則
第
一
七
八
／
二
〇
〇
二
号
第
七
条
第
一
項

利
用
可
能
な
情
報
の
評
価
の
結
果
判
明
し
た
具
体
的
な
状
況
に
お
い
て
、
健
康
に
対
す
る
損
害
的
効
果
の
可
能
性
が
特
定
さ
れ
る
も
の
の
、

科
学
的
な
次
元
で
の
不
確
実
性
の
状
況
は
残
さ
れ
る
と
い
っ
た
場
合
に
、
そ
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
よ
り
徹
底
し
た
評
価
の
た
め
の
よ
り
多
く

の
科
学
的
情
報
が
得
ら
れ
る
の
を
待
つ
間
、
欧
州
共
同
体
が
追
求
す
る
高
水
準
の
健
康
保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
リ
ス
ク
管
理
措
置

が
と
ら
れ
う
る
。

こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
う
る
。

�

予
防
原
則
は
、
健
康
の
分
野
で
適
用
さ
れ
る
（
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
は
、
Ｅ
Ｕ
の
環
境
政
策
の
関
係
で
の
み
予
防
原
則
に

言
及
し
て
い
る
）。

�

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
、
予
防
措
置
適
用
の
義
務(obbligo)

で
は
な
く
、
権
限(facoltà)

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

�

Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
五
条
七
項
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
Ｅ
Ｕ
法
上
の
一
般
原
則
と
し
て
の
予
防
原
則

翻 訳
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予
防
原
則
の
適
用
範
囲
に
関
し
て
は
、
最
近
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
同
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
一
般
原
則(prin

cipio
gen

erale
del

diritto
com

u
n

itario)

、
つ
ま
り
、「
準
憲
法
的(qu

asi
costitu

zion
ale)

」
レ
ベ
ル
の
不
文
の
規
範
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
と
の
関
係
で
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
七
四
条
二
項
は
、

（
ａ
）
こ
れ
に
対
応
す
る
一
般
原
則
が
健
康
の
分
野
に
も
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
環
境
政
策
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
、
こ
れ
を
部
分
的
に
条
文
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

（
ｂ
）
か
ね
て
か
ら
同
原
則
が
欧
州
共
同
体
の
諸
制
度
内
で
す
で
に
妥
当
し
て
き
た
状
況
の
も
と
で
定
め
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
、

「
時
機
に
遅
れ
て
」
条
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
事
件
判
決
（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
一
日
）
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
同
事
件
に
お
い
て
は
、
第
一
審
裁

判
所
は
、
予
防
原
則
の
適
用
例
と
し
て
、
フ
ェ
デ
ー
サ
事
件
判
決
（
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
三
日
）
を
引
用
し
て
い
る
。
後
に
み
る
よ

う
に
、
フ
ェ
デ
ー
サ
事
件
判
決
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
調
印
に
時
間
的
に
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）

任
意
規
範
と
し
て
の
予
防
原
則

予
防
原
則
は
、
健
康
保
護
措
置
を
適
用
す
る
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
の
権
限
を
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
他
の
利
益
（
と
り

わ
け
経
済
的
な
利
益
）
の
制
約
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。
予
防
原
則
が
、
特
に
強
力
な
健
康
ま
た
は
環
境
の
保
護
と
と
も
に
、
商
品
の
自

由
な
流
通
そ
の
他
の
経
済
的
自
由
に
重
大
な
制
限
を
も
た
ら
す
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
文
書
を
正
当
化
す
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
も
、
偶
然
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
立
法
者
が
、
予
防
原
則
を
基
礎
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
危
険
が
不
確
実
で
あ
る
よ
う
な
情
況
下
で
行

動
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
次
に
、
ど
の
範
囲
で
こ
れ
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
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点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
判
例
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
だ
け
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

連
合
王
国
対
欧
州
委
員
会
事
件(R

egn
o

U
n

ito
c.C

om
m

ission
e)

（
一
九
九
八
年
五
月
五
日
）
に
お
い
て
は
、
欧
州
司
法
裁
判

所
は
明
示
的
に
予
防
原
則
に
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
論
理
が
同
原
則
の
実
質
的
内
容
に
還
元
で
き
る
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
同
事
件
に
お
い
て
、
連
合
王
国
は
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
同
国
か
ら
の
牛
肉
の
輸
入
禁
止
措
置
の
適
法
性
を
争
っ
た
。

海
綿
状
脳
髄
症
―
―
当
時
、
提
訴
国
領
土
内
で
、
真
に
疫
病
と
し
て
の
拡
大
を
み
せ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
狂
牛
病(m

u
cca

pazza)

」

―
―
に
感
染
し
た
牛
の
肉
を
消
費
す
れ
ば
、
人
に
も
、
重
大
な
神
経
変
質
的
な
病
状
、
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
症
候

群
が
伝
染
す
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
連
合
王
国
は
、
自
ら
の
訴
え
の
理
由
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
輸
入
禁
止
措
置
は
科
学
的
基
礎
を

欠
い
て
い
る
旨
主
張
し
た
。
し
か
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
本
件
輸
入
禁
止
措
置
の
有
効
性
を
肯
定
し
た
。

一
九
八
八
年
五
月
五
日
判
決
（
連
合
王
国
対
欧
州
委
員
会
事
件
）

六
〇

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
人
へ
の
感
染
可
能
性
は
、
も
は
や
理
論
的
な
可
能
性
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
で
は
、
最
近
一
定
数
の
患
者
に

発
病
が
報
告
さ
れ
て
い
る
新
型
の
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
真
実
ら
し
い
説
明
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

九
九

…
…
人
の
健
康
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
存
在
ま
た
は
そ
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て
不
確
実
性
が
存
す
る
と
き
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
は
、
そ
の

リ
ス
ク
の
現
実
お
よ
び
重
大
性
が
完
全
に
証
明
さ
れ
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
保
護
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｅ
Ｕ
諸
機
関
の
予
防
的
活
動
が
行
わ
れ
う
る
限
度
に
関
す
る
最
も
重
要
な
判
例
は
、
抗
生
物
質
に
対
す
る
交
差
耐
性(resisten

za

crociata)

の
予
防
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
事
件
判
決
と
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
事
件
判
決
と
い
う

二
つ
の
興
味
深
い
第
一
審
判
決
が
、
と
も
に
二
〇
〇
二
年
九
月
一
一
日
に
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
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つ
の
著
名
な
製
薬
会
社
で
あ
る
提
訴
人
は
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
が
、
家
畜
飼
育
慣
行
に
お
い
て
成
長
促
進
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
一
定
の
抗

生
物
質
の
使
用
に
必
要
な
認
可
を
取
消
す
際
の
根
拠
と
な
っ
た
規
則(regolam

en
to)

の
有
効
性
を
争
っ
た
。
問
題
の
措
置
は
、
抗
生

物
質
の
い
わ
ゆ
る
「
重
複
使
用(doppio

u
so)

」
を
Ｅ
Ｕ
域
内
で
禁
止
す
る
と
い
う
政
策
の
一
環
と
し
て
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

禁
止
の
基
礎
と
な
っ
た
科
学
的
な
仮
説
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
家
畜
飼
料
添
加
用
の
抗
生
物
質
は
、
同
一
の

ま
た
は
同
一
系
に
属
す
る
抗
生
物
質
に
対
す
る
耐
性
を
も
っ
た
バ
ク
テ
リ
ア
を
選
別
す
る
こ
と
に
な
る
（「
交
差
耐
性
」
現
象
）。
こ
の

よ
う
な
慣
行
は
、
以
下
の
二
つ
の
条
件
が
同
時
に
充
た
さ
れ
た
と
き
に
は
、
公
衆
衛
生
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
耐

性
現
象
が
、
人
に
感
染
す
る
疫
病
の
治
療
に
有
効
な
抗
生
物
質
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
家
畜
中
の
耐
性
を
も
っ
た
バ
ク
テ
リ

ア
が
人
に
と
っ
て
も
病
原
体
と
な
る
場
合
、
も
し
く
は
、
そ
う
で
な
く
て
も
病
原
体
と
な
る
バ
ク
テ
リ
ア
に
耐
性
遺
伝
子
が
伝
播
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
因
果
関
係
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
み
え
る
が
、
家
畜
の
成
長
促
進
剤
と
し

て
の
一
定
の
抗
生
物
質
の
使
用
と
人
に
お
け
る
医
学
的
治
療
に
対
す
る
耐
性
を
も
っ
た
病
原
体
バ
ク
テ
リ
ア
の
存
在
と
の
間
の
関
係
に

関
す
る
仮
説
は
、
認
可
取
消
の
時
点
で
は
、
穴
の
多
い
、
一
定
の
側
面
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
の
あ
る
科
学
的
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
認
可
取
消
に
際
し
て
、
理
事
会
が
予
防
原
則
に
言
及
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
使
用
禁
止
に
よ

り
打
撃
を
受
け
た
製
薬
会
社
は
、
同
原
則
の
援
用
は
、
確
実
な
科
学
的
な
基
礎
を
欠
く
情
況
の
下
で
処
分
の
恣
意
性
を
包
み
隠
す
も
の

だ
と
主
張
し
た
。
両
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
予
防
原
則
に
関
す
る
洗
練
さ
れ
た
解
釈
を
展
開
し
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
有
利
な
判
決

を
言
渡
し
た
。
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二
〇
〇
二
年
九
月
一
一
日
判
決
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
・
ア
ニ
マ
ル
・
ヘ
ル
ス
社
対
欧
州
理
事
会
事
件
）

一
四
三

…
…
予
防
原
則
の
適
用
の
文
脈
―
―
こ
れ
は
、
定
義
上
、
科
学
的
不
確
実
性
の
文
脈
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
―
―
に
お
い
て
は
、

リ
ス
ク
評
価
に
よ
っ
て
、
そ
の
リ
ス
ク
の
現
実
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
実
現
し
た
場
合
の
潜
在
的
な
侵
害
的
効
果
の
重
大
性
に
関
し

て
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
に
決
定
的
な
科
学
的
証
拠
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
ま
で
は
要
請
さ
れ
え
な
い
。

一
四
四

他
方
、
一
五
二
に
掲
記
の
判
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
科
学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
単
な
る

憶
測
に
基
づ
い
た
、
純
粋
に
仮
説
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
は
、
予
防
措
置
は
有
効
に
理
由
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
四
五

予
防
原
則
の
も
と
で
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
で
は
、
反
対
に
、
予
防
措
置
は
、
リ
ス
ク
が
、
そ
の
存
在
お
よ
び
射
程

が
決
定
的
な
科
学
的
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
「
完
全
に
は
」
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
点
で
利
用
可
能
な
科

学
的
デ
ー
タ
に
十
分
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
さ
え
す
れ
ば
、
適
用
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
四
六

リ
ス
ク
に
関
す
る
純
粋
に
仮
説
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
礎
と
し
た
措
置
の
適
用
は
、
た
と
え
そ
れ
が
予
防
的
な
措
置
で
あ
っ
て
も
、

本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
不
相
当
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
家
畜
飼
料
へ
の
抗
生
物
質
の

添
加
と
関
連
す
る
現
在
ま
た
は
将
来
の
リ
ス
ク
の
完
全
な
不
存
在
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
え
な
い
以
上
、「
ゼ
ロ
リ
ス
ク
」
の
水
準
は
存
在

し
え
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
当
事
者
の
間
で
も
争
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
本
件
の

よ
う
に
、
す
で
に
、
立
法
に
よ
っ
て
、
予
防
原
則
の
可
能
な
適
用
場
面
の
一
つ
と
し
て
、
関
連
製
品
に
関
す
る
予
防
的
な
認
可
措
置
が
定
め

ら
れ
て
い
る
情
況
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
四
七

し
た
が
っ
て
、
予
防
原
則
は
、
リ
ス
ク
が
、
と
り
わ
け
人
の
健
康
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
完
全
に
証
明
さ
れ
う
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
単
な
る
仮
説
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
状
況
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
う

る
こ
と
に
な
る
。
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〔
中
略
〕

一
七
〇

…
…
予
防
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
に
、
人
の
健
康
の
た
め
に
、
未
だ
不
完
全
な
科
学
的
知
識
に
よ
っ
て
も
、
保
護
さ
れ
た
法
的
地

位
を
大
幅
に
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
保
護
措
置
で
あ
っ
て
も
と
る
こ
と
を
許
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に

相
当
な
裁
量
を
与
え
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

一
七
一

と
こ
ろ
で
、
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
行
政
手
続
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
法
制
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
保
障
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
よ
り
根
本
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
保
障
の
中
に
は
、
具
体
的
に
は
、
個
別

事
案
に
関
す
る
全
て
の
要
素
を
慎
重
か
つ
公
平
に
検
討
す
る
権
限
機
関
の
義
務
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
七
二

し
た
が
っ
て
、
…
…
優
秀
原
則(prin

cipio
dell’eccellen

za)

、
透
明
性
原
則(prin

cipio
della

trasparen
za)

、
独
立
性
原
則

(prin
cipio

dell’in
dipen

den
za)

に
基
づ
い
た
意
見
を
基
礎
と
し
た
、
で
き
る
か
ぎ
り
徹
底
し
た
リ
ス
ク
に
関
す
る
科
学
的
評
価
を
行
う

こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
の
科
学
的
客
観
性
を
保
証
し
、
恣
意
的
な
措
置
の
適
用
を
回
避
す
る
た
め
の
重
要
な
手
続
的
な
保
障
と
な
る
。

ア
ル
フ
ァ
ル
マ
事
件
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
事
件
と
類
似
し
て
は
い
る
が
、
同
一
で
は
な
い
。
両
者
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、
前
者
で
は
、

認
可
取
消
を
受
け
た
抗
生
物
質
、
す
な
わ
ち
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
が
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
禁
止
措
置
の
適
用
の
前
に
も
後
に
も
、
そ
の
使
用

と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
リ
ス
ク
の
科
学
的
評
価
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁

判
所
は
、
理
事
会
は
、
禁
止
措
置
を
正
当
化
す
る
に
足
り
る
科
学
的
証
拠
を
有
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
、
実
質

的
に
次
の
よ
う
な
原
則
が
妥
当
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
類
推
に
よ
っ
て(per

la
via

an
alogica)

」
導
か
れ
る
科
学
的

論
拠
、
い
い
か
え
れ
ば
、
禁
止
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
物
質
に
関
す
る
経
験
科
学
的
な
解
明
に
よ
る
裏
づ
け
の
な
い
科
学
的
論
拠
で
あ

っ
て
も
、
問
題
の
物
質
が
、
同
類
の
物
質
に
つ
い
て
導
か
れ
て
い
る
結
論
の
有
効
性
の
領
域
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
性
質
ま
た
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は
特
質
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
は
、
充
分
で
あ
る
と
の
原
則
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
挙
証
責
任
が
、
禁
止
措
置
の
対
象
と
な
る
物
質
の
商
品
化
に
利
害
関
係
を
も
つ
主
体
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。二

〇
〇
二
年
九
月
一
一
日
判
決
（
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
社
対
欧
州
理
事
会
事
件
）

三
〇
七

法
廷
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
側
、
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
お
よ
び
構
成
国
の
側
の
様
々
な
専
門
家
に
、
Ｅ
Ｕ
諸

機
関
は
、
本
件
規
則
の
採
用
の
時
点
で
利
用
可
能
な
科
学
的
情
報
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
科
学
的
調
査
が
、
実
際
に
は
他
の
抗
生
物
質

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
薬
剤
耐
性
の
伝
播
と
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
こ
と
が

合
理
的
で
あ
っ
た
か
否
か
、
合
理
的
で
あ
る
と
し
て
ど
の
程
度
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
尋
問
に
応
じ
た
Ｅ
Ｕ
理
事
会
側
の
専
門
家
お
よ
び

そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
関
す
る
科
学
的
実
験
は
本
件
規
則
の
採
用
の
時
点
で
は
ま
だ
行
わ
れ
て
は
い

な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
抗
生
物
質
に
関
す
る
利
用
可
能
な
知
識
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
伝
播
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
全
て
の
抗
生
物
質
に
お
い
て

類
似
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
の
伝
播
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
尋
問
を

受
け
た
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
側
の
専
門
家
は
、
反
対
に
、
抗
生
物
質
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
厳
密
に
科
学
的
な
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
の
伝
播
に
関
す
る
信
用
で
き
る
結
論
は
、
と
く
に
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
関
し
て
な
さ
れ
た
科

学
的
実
験
の
結
果
に
よ
っ
て
し
か
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
裁
判
所
の
口
頭
の
質
問
に
対
し
て
、
ア

ル
フ
ァ
ル
マ
側
の
専
門
家
と
し
て
証
言
台
に
立
っ
たO

.O
lsvik

教
授
は
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
関
す
る
特
別
な
科
学
的
デ
ー
タ
が
存
在

し
な
く
て
も
、
リ
ス
ク
評
価
の
責
任
を
負
う
当
局
の
立
場
に
た
っ
て
み
れ
ば
、
他
の
抗
生
物
質
に
関
す
る
科
学
的
実
験
に
基
づ
い
て
判
断
し
、

問
題
の
製
品
に
つ
い
て
類
推
に
よ
る
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
も
正
当
で
あ
る
旨
供
述
し
て
い
る
。
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三
〇
八

他
方
、
と
く
に
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
の
伝
播
に
つ
い
て
の
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
側
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル

マ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
資
料
中
の
証
拠
か
ら
は
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
遺
伝
子
の
伝
播
の
可
能
性
が
排
除
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
完
全
に
確
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

三
〇
九

実
際
、
一
方
で
、
裁
判
所
側
か
ら
の
書
面
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
側
自
身
、
染
色
体
は
、
一
定
の
態
様
で
遺
伝

子
学
的
に
可
動
的
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
に
関
す
る
情
報
の
染
色
体
上
の
場
所
が
特
定
さ
れ
た

と
し
て
も
、
本
件
製
品
に
対
す
る
耐
性
を
持
つ
様
々
な
バ
ク
テ
リ
ア
間
で
の
遺
伝
子
の
伝
播
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
播
は
、「
比
較
的
蓋
然
性
の
低
い
も
の(m

en
o

probabile)

」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

テ
ィ
ロ
シ
ン
と
い
う
リ
ン
酸
お
よ
び
ス
ピ
ラ
ミ
シ
ン
に
関
す
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
意
見
か
ら
も
、
同
科
学
的
調
査
機
関
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
製
品

に
対
す
る
耐
性
の
プ
ラ
ス
ミ
ド
ま
た
は
染
色
体
上
の
場
所
が
特
定
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
、
伝
播
の
蓋
然
性
を
判
断
す
る
た
め
の
要
因
の
一

つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
中
略
〕

三
一
一

最
後
に
、
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
は
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
の
染
色
体
上
の
場
所
が
特
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
家
畜

中
に
存
在
し
た
耐
性
を
も
っ
た
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
人
の
消
化
器
系
へ
の
住
み
つ
き
に
よ
っ
て
耐
性
の
伝
播
が
生
ず
る
可
能
性
を
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
反
駁
し
て
い
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
は
、
こ
の
よ
う
な

耐
性
の
伝
播
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
充
分
な
科
学
的
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
本
規
則
に
よ
っ
て
認
可
が
取

消
さ
れ
た
他
の
抗
生
物
質
と
の
関
係
で
こ
れ
を
考
察
し
て
み
る
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
は
、
い
く
つ
か
の
最
近
の
実
験
に
基
づ
い
て
、
こ
の
種
の

伝
播
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
側
に
よ
っ
て
当
裁
判
所
に
提
出
さ

れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
報
告
書
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
報
告
書
は
、
学
説
に
よ
れ
ば
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
の
家
畜
飼
料
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添
加
物
と
し
て
の
使
用
と
人
に
お
け
る
同
製
品
に
対
す
る
耐
性
の
発
生
の
あ
い
だ
に
は
い
か
な
る
関
連
も
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
と
し
な
が

ら
も
、
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
は
、
本
件
規
則
に
よ
っ
て
認
可
が
取
消
さ
れ
た
他
の
抗
生
物
質
と
同
様
に
、「
抗
生
物
質
に
対
す
る
耐
性
を
も

つ
組
織
体
を
選
択
す
る
可
能
性
が
…
…
あ
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
組
織
体
が
人
に
住
み
つ
き
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

三
一
二

し
た
が
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
ル
マ
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
が
亜
鉛
バ
シ
ト
ラ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性
が
動
物
か
ら
人
間
に
伝
播
し
う
る
と
結

論
づ
け
る
た
め
の
強
固
で
信
頼
で
き
る
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
あ
た
り
明
白
な
評
価
上
の
誤
り
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
判
例
は
、
一
貫
し
て
、
経
済
的
自
由
を
制
限
す
る
Ｅ
Ｕ
の
措
置
は
、
比
例
原
則(prin

cipio
di

proporzion
alità)

に

適
合
す
る
場
合
に
の
み
適
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
も
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
予
防
的
措

置
は
、
健
康
ま
た
は
環
境
の
保
護
と
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
か
た
ち
で
経
済
的
活
動
を
行
う
者
の
利
益
と
い
う
常
に
対
立
す
る
要
求
の
間

に
、
適
正
な
均
衡
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
予
防
原
則
と
比
例
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
の
制
度
枠
組
の
中
で
は
同

一
の
地
位
を
有
す
る
。
予
防
的
要
請
の
た
め
に
採
ら
れ
る
措
置
の
適
法
性
評
価
が
問
題
と
な
る
と
き
に
は
、
両
原
則
は
、
あ
る
意
味
で

お
互
い
に
影
響
し
あ
う
こ
と
に
な
る
。
比
例
原
則
に
関
す
る
最
も
有
名
な
定
式
化
は
、
フ
ェ
デ
ー
サ
事
件
判
決
（
一
九
九
〇
年
一
一
月

一
三
日
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
で
の
定
義
は
、
予
防
原
則
に
関
す
る
最
近
の
判
例
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
か
た
ち
で
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
九
〇
年
一
一
月
一
三
日
判
決
（
フ
ェ
デ
ー
サ
事
件
）

一
三

比
例
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
活
動
の
禁
止
措
置

の
適
法
性
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
規
定
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
の
実
現
の
た
め
に
必
要(n

ecessario)

か
つ
相
当(idon

eo)

な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
条
件
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
は
、
複
数
の
適
当
な
措
置
の
な
か
で
よ
り
制
限
的
で
な
い
措
置
が

選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
不
便
が
、
達
成
さ
れ
る
目
的
と
の
均
衡
を
失
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
３
）
強
行
規
範
と
し
て
の
予
防
原
則

次
に
、
予
防
原
則
が
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
が
、
健
康
ま
た
は
環
境
の
保
護
に
の
り
だ
す
際
に
、
規
制
の
領
域
を
拡
大
す
る
根
拠
と
な
る
に

と
ど
ま
ら
ず
、
同
機
関
に
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
最
近
、

ア
ル
テ
ゴ
ダ
ン
事
件
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
六
日
）
に
関
す
る
第
一
審
裁
判
所
で
争
わ
れ
、
表
面
上
は
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
か
た

ち
で
解
決
さ
れ
た
。「
表
面
上
は
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
判
決
の
意
味
は
あ
ま
り
明
確
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
件
は
、

一
定
の
（
肥
満
治
療
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
）
食
欲
減
退
物
質
の
商
品
化
の
禁
止
措
置
に
対
す
る
不
服
申
立
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
措
置
の
適
用
主
体
で
あ
る
欧
州
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
物
質
の
摂
取
が
本
当
に
効
果
的
な
治
療
に
役
立
つ
の
か
に
つ
い
て
懐
疑

的
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
健
康
を
害
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
例
に
よ
っ
て
、
そ
の
禁
止
措
置
に

利
害
関
係
を
も
つ
製
薬
会
社
は
、
本
件
禁
止
措
置
は
充
分
に
強
固
な
科
学
的
基
礎
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
本
件
は
、
健
康
保
護
の
た
め
に
活
動
す
る
Ｅ
Ｕ
の
義
務
の
問
題
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
長
大
な

「
傍
論(obiter

dictu
m

)

」
を
示
し
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
意
見
を
表
明
し
た
。

予防原則の国際法・ＥＵ法における生成過程および…（上）

（阪大法学）５４（４―２１１）１１６７〔２００４．１１〕



二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
六
日
判
決
（
ア
ル
テ
ゴ
ダ
ン
社
対
欧
州
委
員
会
事
件
）

一
八
二

予
防
原
則
は
、
環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
七
四
条
第
二
項
の
明
文
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
お
り
、
同
条
約
は
、
同
原

則
に
拘
束
力
を
付
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
約
第
一
七
四
条
は
、
そ
の
第
一
項
に
お
い
て
、
人
の
健
康
の
保
護
を
こ
の
領
域
に
お
け
る
Ｅ

Ｕ
の
政
策
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
定
め
て
い
る
。

一
八
三

し
た
が
っ
て
、
予
防
原
則
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
上
は
環
境
政
策
と
の
関
係
で
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
適

用
範
囲
は
よ
り
広
い
も
の
で
あ
る
。
同
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
の
す
べ
て
の
活
動
領
域
に
お
い
て
、
健
康
、
消
費
者
の
安
全
お
よ
び
環
境
の
高
水
準

の
保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
第
三
条
Ｐ
号
は
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
お
よ
び
活
動
の
一

つ
と
し
て
、「
高
水
準
の
健
康
の
保
護
を
達
成
す
る
た
め
の
貢
献
」
を
定
め
て
い
る
。
同
様
に
、
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
五
三
条
は
高
水
準
の
消
費

者
保
護
を
定
め
、
ま
た
、
同
条
約
第
一
七
四
条
第
二
項
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
政
策
に
高
水
準
の
保
護
を
保
障
す
る
目
的
を
付
与

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
環
境
保
護
お
よ
び
人
の
健
康
の
保
護
の
要
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
条
約
第
六
条
お
よ
び
第
一
五

二
条
第
一
項
の
明
文
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
お
よ
び
活
動
の
定
義
お
よ
び
実
行
に
統
合
さ
れ
て
も
い
る
。

一
八
四

し
た
が
っ
て
、
予
防
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
一
般
原
則
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
公
衆
衛
生
、
安
全
お
よ
び
環
境
へ

の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
予
防
す
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
利
益
の
保
護
に
関
す
る
要
請
を
経
済
的
な
利
益
に
優
越
さ
せ
つ
つ
、
適
当
な
措
置

を
と
る
こ
と
を
、
権
限
当
局
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
は
、
そ
の
す
べ
て
の
活
動
領
域
に
お
い
て
、
健
康
、
安
全

お
よ
び
環
境
の
保
護
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
予
防
原
則
は
、
上
記
の
Ｅ
Ｃ
条
約
諸
規
定
か
ら
導
か
れ
る
自
律
的
な
原
則
と

し
て
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

一
八
五

衛
生
問
題
に
関
す
る
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
予
防
原
則
は
、
人
の
健
康
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
存
在
ま
た
は
そ
の
射
程
範
囲
に

つ
い
て
不
確
実
性
が
存
す
る
場
合
に
は
、
諸
機
関
は
、
そ
の
リ
ス
ク
の
現
実
お
よ
び
重
大
性
が
完
全
に
証
明
さ
れ
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
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…
…
保
護
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
。

一
八
六

科
学
的
評
価
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
の
存
在
が
十
分
な
確
実
性
を
も
っ
て
確
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
予
防
原
則
を
援
用
す
る
か
否
か

の
選
択
は
、
一
般
に
、
権
限
当
局
に
よ
っ
て
そ
の
裁
量
行
使
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
保
護
の
水
準
に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
選
択
は
、
比
例
原
則
お
よ
び
差
別
禁
止
の
原
則
だ
け
で
な
く
、
健
康
、
安
全
お
よ
び
環
境
の
保
護
の
経
済
的
利
益
に
対
す

る
優
先
の
原
則
に
も
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、「
優
先
原
則(prin

cipio
di

prem
in

en
za)

」
―
―
こ
の
原
則
の
も
と
で
は
、
問
題
と
な
る
諸
利
益
の
均

衡
に
お
い
て
経
済
的
な
利
益
は
原
則
と
し
て
健
康
ま
た
は
環
境
の
保
護
の
利
益
と
の
関
係
で
劣
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
―
―
を
考
慮
に

入
れ
て
解
釈
さ
れ
た
比
例
原
則
か
ら
導
か
れ
る
義
務
と
は
別
個
の
自
律
的
な
行
為
義
務
を
予
防
原
則
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
が
問
題
と
な
る
。

（
４
）
構
成
国
の
側
か
ら
の
予
防
原
則
援
用
の
可
能
性

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
、
予
防
原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、
各
構
成
国
に
よ
っ
て
も
援
用
さ
れ
う
る
の
か
否
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
実
際
、
構
成
国
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
中
の
商
品
流
通
の
自
由
に
関
す
る
基
本
規
定
（
第
二
八
条
な
い
し
第
三
〇
条
）

の
例
外
と
し
て
、
健
康
ま
た
は
環
境
の
保
護
を
目
的
と
す
る
貿
易
障
壁
の
採
用
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
予
防
原
則
に

「
関
心
」
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
問
い
に
関
し
て
は
、
確
立
し
た
判
例
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
調
整
措
置
が
存
在
し
な

い
場
合
に
は
、
構
成
国
は
、
そ
の
領
域
内
で
保
障
し
た
い
保
護
の
水
準
を
完
全
な
自
律
性
を
も
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
解
決
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
保
護
水
準
の
選
択
が
自
由
な
の
で
あ
れ
ば
、
予
防
的
な
措
置
も
、
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構
成
国
の
権
限
の
な
か
に
入
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
七
月
一
四
日
判
決
（
サ
ン
ド
ス
事
件
）

一
六

…
…
科
学
的
研
究
の
現
状
に
お
い
て
不
確
実
性
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
調
整
措
置
が
な
い
以
上
は
、
商
品
の
自
由
な
流
通
の
要
請

を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
人
の
健
康
お
よ
び
生
命
に
つ
い
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
保
護
の
水
準
を
決
定
す
る
権
限
は
、
各
構
成
国
に
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
、
こ
の
判
例
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
商
品
の
自
由
な
流
通
の
要
請
を
考
慮
に
入
れ
る
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

こ
れ
は
、
各
構
成
国
が
、
自
ら
が
選
ぶ
保
護
の
水
準
を
追
求
す
る
の
は
自
由
で
あ
る
が
、
保
護
の
目
的
の
達
成
を
可
能
と
す
る
措
置
の

な
か
で
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
措
置
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
判
例
の
な
か
で
常

に
援
用
さ
れ
る
原
則
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
七
月
一
四
日
判
決
（
フ
ァ
ン
・
デ
ア
・
フ
ェ
ル
ト
事
件
）

二
〇

…
…
ベ
ル
ギ
ー
当
局
は
、
本
件
規
定
は
消
費
者
の
健
康
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
予
防
原
則
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
明
示
的
に
挙
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
判
決
理
由
の
趣
旨
か
ら
同
原
則

が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
あ
る
判
例
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ト
ゥ
ー
レ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
フ
ァ
事
件
に
お

い
て
は
、
発
癌
性
物
質
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
い
う
物
質
の
商
品
化
を
禁
止
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
措
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置
が
Ｅ
Ｕ
法
と
合
致
す
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
物
質
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
そ
れ
に
曝
さ
れ
れ
ば
有
害
な
効
果
が
現
れ

る
か
の
限
界
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
一
日
判
決
（
ト
ゥ
ー
レ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
フ
ァ
事
件
）

四
五

関
連
す
る
医
学
的
調
査
の
最
新
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
調
査
の
現
在
の
情
況
に
お
い
て
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
ど
の
程
度
曝
さ

れ
れ
ば
人
の
健
康
に
と
っ
て
重
大
な
リ
ス
ク
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
決
定
的
な
値
を
特
定
す
る
こ
と
の
困
難
性
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
資

料
中
の
い
か
な
る
証
拠
か
ら
も
、
当
裁
判
所
は
、
本
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
国
家
法
が
、
追
求
さ
れ
る
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
各
構
成
国
に
認
め
ら
れ
る
権
限
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
が
環
境
政
策
の
枠
組
内
で
法
律
を
制
定
し
た
場
合
で
も
（
Ｅ
Ｃ
条
約
第

一
九
編
）、
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
七
六
条
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
法
律
に
示
さ
れ
た
水
準
よ
り
も
高
い
水
準
の
保
護
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
各

構
成
国
の
自
由
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
七
六
条

第
一
七
五
条
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
る
保
護
措
置
は
、
構
成
国
が
よ
り
厳
重
な
保
護
措
置
を
維
持
ま
た
は
導
入
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
当
該

措
置
は
本
条
約
と
両
立
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
委
員
会
に
通
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
統
一
市
場
の
実
現
お
よ
び
良
好
な
機
能
の
た
め
の
政
策
の
枠
組
内
で
の
調
整
措
置
、
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
に
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基
づ
く
調
整
措
置
―
―
こ
れ
に
も
、
環
境
な
い
し
衛
生
に
関
す
る
措
置
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
―
―
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

話
は
別
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
構
成
国
は
、
最
大
限
の
保
護
を
保
障
す
る
方
向
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
範
囲
は
、

厳
格
な
実
体
的
お
よ
び
手
続
的
な
条
件
内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
権

限
は
、
欧
州
委
員
会
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
条
約
第
九
五
条
第
四
項
な
い
し
第
六
項

第
四
項

理
事
会
ま
た
は
委
員
会
に
よ
り
調
整
措
置
が
採
択
さ
れ
た
後
に
、
構
成
国
が
、
第
三
〇
条
に
定
め
る
重
要
な
必
要
〔
註：

こ
こ
に

は
、
健
康
の
保
護
も
含
ま
れ
る
〕
を
理
由
に
し
て
、
ま
た
は
環
境
も
し
く
は
労
働
環
境
の
保
護
に
関
し
て
、
国
内
規
定
の
維
持
を
必
要
と
思

料
す
る
と
き
は
、
当
該
構
成
国
は
、
維
持
の
理
由
を
示
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
委
員
会
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
項

さ
ら
に
、
第
四
項
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
理
事
会
ま
た
は
委
員
会
に
よ
っ
て
調
和
措
置
が
採
択
さ
れ
た
後
に
、
構
成
国
が
、
調
和

措
置
の
採
択
後
も
当
該
構
成
国
に
特
別
の
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
環
境
ま
た
は
労
働
環
境
の
保
護
に
関
す
る
新
た
な

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
国
内
規
定
の
導
入
が
必
要
と
思
料
す
る
と
き
に
は
、
導
入
の
理
由
を
示
し
て
当
該
規
定
を
委
員
会
に
通
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
六
項

委
員
会
は
、
第
四
項
お
よ
び
第
五
項
に
定
め
る
通
告
後
六
箇
月
以
内
に
、
当
該
国
内
規
定
が
構
成
国
の
間
で
の
取
引
の
恣
意
的
な

差
別
の
手
段
ま
た
は
偽
装
さ
れ
た
制
限
で
は
な
い
こ
と
、
お
よ
び
域
内
市
場
の
機
能
に
対
す
る
障
害
に
な
ら
な
い
こ
と
を
検
証
し
た
後
に
、

承
認
ま
た
は
拒
否
す
る
。

さ
ら
に
、
統
一
市
場
の
実
現
の
た
め
の
調
整
措
置
は
、「
適
当
な
場
合
に
は
」、「
構
成
国
が
…
…
非
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
暫
定
措
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置
を
と
る
こ
と
を
認
め
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
条
項
を
含
む
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
一
〇
項
）
と
い
う
こ
と
を

考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
。
こ
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
条
項
は
、
例
え
ば
、
遺
伝
子
組
み
換
え
製
品
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
立
法
に
お
い
て
は
常
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
モ
ン
サ
ン
ト
事
件
に
関
す
る
最
近
の
判
例
に
お
い
て
、
司
法
裁
判
所
は
、
同
条
項
は
予
防
原
則
の
も
と
で
解
釈
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
条
項
を
援
用
し
て
、
一
九
九
七
年
一
月
二
七
日

の
Ｅ
Ｃ
規
則
二
五
八
／
一
九
九
七
号
に
よ
っ
て
そ
の
流
通
が
認
可
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
遺
伝
子
組
み
換
え
製
品
の
商
品
化
に
つ
い

て
適
用
し
た
差
止
措
置(m

isu
ra

di
sospen

sion
e

preven
tiva)

が
適
法
で
あ
っ
た
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
八
月
四
日

に
発
せ
ら
れ
た
差
止
命
令
に
対
し
て
は
、
当
該
遺
伝
子
組
み
換
え
製
品
の
販
売
に
利
害
関
係
を
も
つ
い
く
つ
か
の
企
業
に
よ
っ
て
、
ラ

ツ
ィ
オ
の
州
行
政
裁
判
所(T

ribu
n

ale
am

m
in

istrativo
region

ale
:

T
A

R
)

に
不
服
申
立
が
な
さ
れ
て
い
た
。
司
法
裁
判
所
は
、

イ
タ
リ
ア
政
府
に
有
利
な
判
断
を
下
し
た
。

二
〇
〇
三
年
九
月
九
日
判
決
（
モ
ン
サ
ン
ト
事
件
）

一
一
〇

…
…
差
戻
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
正
当
に
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
条
項
は
、
予
防
原
則
の
具
体
的
適
用
を
表
す
意

味
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
項
の
適
用
要
件
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
同
原
則
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
一
一

当
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
予
防
原
則
か
ら
は
、
人
の
健
康
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
存
在
ま
た
は
そ
の
射
程
範
囲
に
関
し
て
不
確

実
性
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
リ
ス
ク
の
現
実
お
よ
び
重
大
性
が
完
全
に
証
明
さ
れ
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
保
護
的
な
措
置
が
採
ら

れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

一
一
二

し
た
が
っ
て
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
で
き
る
だ
け
完
全
に
近
い
科
学
的
評
価
の
実
現
が
、
事
案
の
具
体
的
状
況
を
考
慮
に
入
れ
て
、
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利
用
可
能
な
科
学
的
デ
ー
タ
の
不
十
分
性
ゆ
え
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
う
な
場
合
で
も
、
予
防
原
則
の
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ

た
規
則
第
二
五
八
／
九
七
号
第
一
二
条
と
適
合
す
る
保
護
措
置
が
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

一
一
三

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
た
め
に
は
、
と
く
に
、
科
学
的
な
不
確
実
性
を
排
除
で
き
な
い
と
し
て
も
、
よ
り
信
用
で
き
る
利
用
可

能
な
科
学
的
デ
ー
タ
お
よ
び
最
近
の
国
際
的
調
査
の
結
果
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
人
の
健
康
へ
の
潜
在
的
な
危
険
性
を
も
っ
た
新
た
な
食
製
品

が
市
場
に
提
供
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
措
置
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
合
理
的
に
結
論
づ
け
る
こ
と
を
許

す
だ
け
の
具
体
的
な
嫌
疑
が
、
国
家
当
局
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
リ
ス
ク
評
価
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。

訳
者
あ
と
が
き

本
稿
は
、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の
ル
チ
ア
・
ロ
ッ
シ
教
授
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
四
月
一
三
日
に
大
阪
大
学
法
学
会

講
演
と
し
て
行
わ
れ
た
報
告
（「
市
民
生
活
基
盤
の
法
お
よ
び
行
政
に
関
す
る
日
米
欧
間
の
比
較
検
証
」
平
成
一
四
―
一
七
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）
―
―
通
称
、「
Ｅ
Ｕ
科
研
」
―
―
の
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
会
を
兼
ね
る
）
の
前
半
部
分
の
翻
訳
で

あ
る
。

ル
チ
ア
・
セ
レ
ナ
・
ロ
ッ
シ(L

u
cia

S
eren

a
R

ossi)
教
授
は
、
現
在
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
国
際
法
・
Ｅ
Ｕ
法
を
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
同
大
学
の
欧
州
共
同
体
法
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
シ
教
授
は
、
同
分
野
で
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
学
者
で

あ
り
、
代
表
的
な
著
作
と
し
て
は
、Il”bu

on
fu

n
zion

am
en

to
d

elm
ercato

com
u

n
e”

―D
elim

itazion
e

d
eipoterifra

C
E

E
e

S
tati

m
em

bri,G
iu

ffrè,1990
;

L
e

con
ven

zion
i

con
clu

se
fra

gli
S

tati
m

em
bri

d
ell’U

n
ion

e
eu

ropea,
G

iu
ffrè,

2000

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

科
研
費
に
よ
る
共
同
研
究
「
市
民
生
活
基
盤
の
法
お
よ
び
行
政
に
関
す
る
日
米
欧
間
の
比
較
検
証
」（
通
称
「
Ｅ
Ｕ
科
研
」）
の
第
三
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ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
現
在
、
と
く
に
「
リ
ス
ク
社
会
」
論
に
焦
点
を
あ
て
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
報
告
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
予
防
原
則(prin

cipio
diprecau

zion
e)

」
が
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
お
け
る
立
法
・
司
法
の
場
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
た
め
の
一
例
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
予
防
原
則
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
た
い
と
の
訳
者
の
要
請
に
ロ
ッ
シ
教
授
が
応
じ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
シ
教
授
は
、
本
報
告
の

前
半
部
分
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
対
応
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
、「
予
防
原
則
」
が
、
現
在
、
国
際
法
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
法
に
お

い
て
、
い
か
な
る
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
な
沿
革
を
辿
り
な
が
ら
明
快
に
説
明
さ
れ
た
。

報
告
原
稿
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｕ
法
関
連
用
語
に
つ
い
て
戸
澤
英
典
助
教
授
か
ら
、
ま
た
国
際
法
関
連
用
語
に
つ

い
て
は
京
都
大
学
の
西
井
正
弘
教
授
お
よ
び
同
大
学
大
学
院
生
の
伴
め
ぐ
み
さ
ん
か
ら
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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